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ネルギー分解能が△E, ≦ 1 MeV,最大エネルギーE, -0･2 GeVの標識化され
た光子を用いた実験が新たに行えることになった.この実験に使用する電子線は,
新たに設置されたビームライン(Ⅴ系ビームライン)で実験室まで輸送され光子
標識化装置に入射される.核理研加速器･ STB ･ Ⅴ系ビームライン･光子標識
化装置全体で本課題で達成したいガンマビームのスペックは, I, ～ 5 × 106/see,














berger, Low, Nambu (CGLN)振幅【6】として次のように記述される･
fw.K　-　q･Efl+i(q･bm)(q･卓,×合)/2+(U.礼)(bm･舌)f3+









































































=　NP B70 379 BONNー74
dL PR 120614 COM
IP NP B75 125 GAIT-74
●　NP8120 395 TORY.77





















･入射電子ビームのエわレギ- 150 ≦ Eo ≦ 250lMeVl
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7:1, U‥2(反中性徴子を含む), FL+‥3, pl:4 e+:5, e~:6, p (陽子)‥7, n (中性子):8, 3H
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ではPrompt Detectorl Layerl-Prompt Detector3 Layer4)
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図30:レイヤー15で止まる粒子のTDCスペクトルレイヤー13-レイヤー16(図
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図49:レイヤー14で静止する場合のレイヤー5-レイヤー8のエネルギー損失ス
ペクトル(電子事象を取り除いたスペクトル)
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図58:打中間子スペクトル(レイヤー5-レイヤー8)
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図63‥電子事象を除いたあとのレイヤー8域のレンジを持つ荷電粒子の各レイヤー
におけるエネルギー損失スペクトル
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･入射電子ビームのエネルギー150≦ Eo ≦ 250lMeVJ
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とエネルギー分解能は,パイ中間子および陽子でそれぞれEq - 27 MeV,
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